
平成28年度日本医師会女性医師支援センター事業 
女性医師支援事業連絡協議会 

平成29年2月17日（金） 

京都府医師会 理事 三浦 晶子 

近畿ブロック会議の報告 



■滋賀県医師会の取り組み 

 女性医師懇談会 
 乳がん」についての講演会を開催 

 滋賀医科大学３年生に対する講義 
 特別講義「卒業後の進路について」を開催 

 医学生・研修医等サポート事業 
 「育休とったらどうなった？」 

 育児支援事業 
 HP内に「女性医師支援コーナー」を設置し、保育サポート情報提供 

 滋賀県女性医師交流会 
 滋賀県女性医師ネットワーク会議において実施 

 勤務医研修会の実施 
 勤務医向けの研修会を年２回開催 
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医学生・研修医等サポート事業 

「育休とったらどう
なった？」 

 
と き：平成28年10月30日 

ところ：滋賀医科大学 

   （若鮎祭にて開催） 

 
※平成28年度近畿ブロック会議 

滋賀県医師会資料より 
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■奈良県医師会の取り組み 

男女共同参画の理解を深める医学教育 
  奈良県立医科大学女性研究者支援センターと共催で 

  講義を実施 

 

 ＜平成28年度＞ 

 対象：奈良県立医科大学医学科2年生 

 講義：良き医療人育成プログラム 

    『ロールモデルを探す』 
  第1回 「地域中核病院で働く」 

  第2回 「医師会で地域医療に貢献する」 

  第3回 「大学で若手医師を育成する」 
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学生へのアンケート結果（講義前） 
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学生へのアンケート結果（講義後） 
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■和歌山県医師会の取り組み 

女性医師メンター制度 
H27.10～H28.6までの相談件数：63件 

このうち育児・介護関連の相談が23件と最多 

研修医レターの発刊 

 毎号女性医師のコーナーを設け、全ての研修医へ配布 

県内新臨床研修医歓迎会の開催 

 2020.30実現をめざす地区懇談会～わかJOY会～ 

和歌山県立医科大学でのワークライフバランス
講義 
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女性医師メンター制度 

“経験豊富な先輩がメン
ター”であり“後輩がメン
ティー”です。 

メンターとメンティーが双方
向の対話を通じて、メン
ティーのキャリア形成上の課
題解決や悩みの解消を援助し
て、個人の成長をサポートす
る制度です。 

 県内６施設計７名の医師を、
女性医師メンター（助言者）
として委託しています。 

※平成28年度近畿ブロック会議 和歌山県医師会資料より 7 



■大阪府医師会の取り組み 
平成22年度ー 

大阪府医師会女性医師支援プロジェクト 
－Gender Equality－ 

 
大阪府内を11地域ブロックに分けた上でＷＧ(ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ)
を設置 

 
 地域ブロックWG で、女性医師の仕事と子育ての両立に関す

る問題点を探り、改善策や支援策について検討する 

 女性医師の仕事と子育ての両立支援や職場意識啓発をテー
マにしたシンポジウムやフォーラムを企画・立案・実施す
る 

 各地域ブロックWG の活動内容を、定期的に男女共同参画検
討委員会および勤務医部会に報告する    8 



女性医師支援シンポジウム 

平成28年度 

第8(大阪市北部)・第9(大阪市西部)・
第10(大阪市東部)・第11(大阪市南部)

ブロック合同 

 

「院内病児保育について」 

と き：平成28年6月4日 

ところ：大阪府医師会館 

 
※平成28年度近畿ブロック会議 

大阪府医師会資料より 
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■兵庫県医師会の取り組み 

「兵庫県女性医師の会」 

 県内全医師対象 

 会員約400名 

兵庫県医師会 男女共同参画推進委員会 

 女性医師の会役員20名 

 医師会担当副会長1名、理事3名 

 平成18年3月発足 

フォーラムの開催や兵庫県医師会ドクター
バンクとの連携の他に、研修医・勤務医が
勤務する県内の病院訪問も行っている 
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兵庫県内の病院訪問 

研修医・勤務医の意見・要望を聞き、医師会から病
院長や管理部門に改善に向けての働きかけを行う 

 

兵庫県男女共同参画推進委員会と 

病院勤務医・研修医との懇談会 

 

 

 

 

 県立病院 4、市立病院 3、赤十字病院 2、医療法人 1 
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病院訪問を通じて見えてきた課題 

 男性医師、社会の意識改革が必要 

 延長保育、病児保育、夜間保育の要望 

 急な残業になったときの支援、送迎 

 主治医制度の問題 

 産休・育休医師の代替医師がいない 

 育休中の医師に週1回でも働いてもらう(現場も
助かり復帰もしやすい) 

 自院の支援制度を知らない 

 兵庫県医師会の活動・支援を知らない 
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■京都府医師会の取り組み 

平成22～27年 

女性医師ワーキンググループ 
 

京都府医師会勤務医部会幹事会の下部組織として、
女性医師の抱える勤務環境の問題を専門に協議 

 

 

活動内容に制約もあり 

年２回程度の開催に留まる 

 

しかし… 
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 女性医師のみならず、男性医師や管理者等が様々な視点
や角度から幅広い議論を行い、男女共同参画の考えに基
づく新たな事業の展開を目指す委員会として平成28年8月
に発足 
 

 メンバー 
 女性勤務医 
 （内科医・産婦人科医・外科医・放射線科医） 
 開業医師、男性研修医 
 京都大学（准教授2、助教1） 
 京都府立医科大学（教授1、助教1） 
 府内臨床研修指定病院院長2 
 委員の他に、オブザーバーとして若手医師も参加 
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具体的な取り組み 

子育て支援事業 

ＨＰによる子育て支援情報等の発信 

医学生・研修医等をサポートする会 

女性医師の勤務環境の整備に関する病
院長・病院開設者・管理者への講習会 
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出産・育児に不安を抱える医師（男性医師
や研修医を含む）の多様なニーズに対応で
きるよう、取り組むべき支援事業や情報発
信の内容を委員会で検討している。 

また、今後増加が予測される介護と育児を
同時に抱える「ダブルケア」も視野に入れ
対応策を検討する。 
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京都府医師会HPでの「子育て医師支援情報」 

の刷新！ 

求められる情報を常に発信し続けることを目標に！ 

 

 京都府内全病院を対象に行ったアンケート結果を
基に、各病院の子育て支援に関する取り組み状況
を公開 

 病児・病後児保育情報 

 子どもの保育園入園にかかる各種手続き方法 

               などを掲載予定 
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すべての医師を対象として、
医師にとっての真のワーク
ライフバランスについて考
える講演会を3月4日に開催
する 

『医師のワークライフバラ
ンスを探究する！』 

基調講演： 

三重県の「女性が働きやす
い医療機関認証制度」につ
いて、三重県医師会の馬岡
常任理事にお話いただく  
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